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臨地実習における看護学生の「主体性」の
特徴に関する文献的考察

～概念分析の手法を参考にした検討～

藤川真紀 1)、横山光稀 2)、楠葉洋子 3)

1) 福岡女学院看護大学看護学部看護学科

2) 純真学園大学保健医療学部看護学科

3) 国際医療福祉大学大学院

要旨
　臨地実習における看護学生の「主体性」の特徴について、概念分析の手法を
参考に文献を用いて明らかにした。その結果、主体性の属性は、【看護実習生
としての責任】【自ら率先して考え行動する】【粘り強く取り組む】【看護者と
しての自覚の芽生え】、先行要件は【学習者としての自覚】【患者に喜んでもら
いたい】【実習を乗り越える仲間の存在】【自己効力感の獲得】【ロールモデル
の存在】、帰結は【実習遂行における自己課題に取り組む】【看護学生としての
実習における役割の獲得】【患者に必要な看護を見極める】【アセスメントと看
護計画立案の向上】【看護職を目指す決意】を抽出した。臨地実習における看
護学生の「主体性」の特徴は、自分で選んだことに対する責任を負うことを基
盤とした、看護者としてのアイデンティティに繋がるものであった。看護師を
目指す自覚と看護実践の喜び、実習仲間の存在、自己効力感の獲得を意識した
教育的関りが臨地実習における看護学生の「主体性」に影響することが示唆さ
れた。
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Ⅰ．はじめに
　社会の様相がかつてないスピードで変化
している。将来予測が困難な時代であり、
そうした社会で生き抜くためには自分で考
え行動できる人材が必要とされ、その育成
は我が国の課題である（１）。特に医療の
現場では、高度化・複雑化が進んでいるだ
けでなく、患者の望むサービスも多様であ
る。看護者には、様々な場面で人々の身体
状況を観察・判断し、状況に応じた適切な
対応ができる看護実践能力が求められてい
る（２）。社会で必要とされる看護職の責
任と役割を果たすためには、自ら学び続け

る看護職になるように看護基礎教育からア
プローチしていくことが必要である。
前述したように、将来予測が困難な時代に
おいて答えのない問題に主体的・能動的に
取り組んでいく姿勢が大学生に求められて
おり（３）、看護学生においても同様であ
る。看護基礎教育では、講義、演習、実習
と３つの授業形態が行われている。看護は
実践の科学であるため、単に知識の習得に
とどまらず、実践の場で、看護を展開し、
医療職としての責任や態度の修得を目指し
ている。この臨地実習は看護基礎教育の中
でカリキュラム総時間数の約 1／ 3 を占
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め、看護実践能力を強化するために重要な
授業である。実習は、実在する患者への直
接的な看護を実践する学習である。看護師
になる土台となる実践科目であり、アクテ
ィブラーニングに位置づけられている（４）。
　実践科目を学修する必要のある看護学生
は、看護基礎教育課程に入学すると同時に、
学習への主体性が求められており（５）（６）、
高度なアクティブラーニングである臨地実
習での看護学生の主体性は必須といえる。
また、学生の主体性は実習評価における「実
習態度」を評価する項目としても用いられ
ることが多い。しかし、実際に看護を提供
できるまで確実に知識や技術を修得してお
く必要があるにもかかわらず、十分に修得
できていない（７）など看護学生の主体性が
発揮されていないことが問題となっている。 
　学習への主体性は職業的アイデンティテ
ィに影響する（８）ことから、看護学生に
主体性が育まれると専門職業人として職業
や役割に結び付いた行動や価値観を獲得し
ていくことになる。現代の学生の特徴とし
ての生活体験の乏しさから、教育を行う上
では、教員の丁寧な関わりが必要となる。
しかしながら、臨地実習における主体性に
ついて、その概念が共通理解されていると
はいいがたく、教員の経験に基づいて「主
体性」の評価が行われている場合が多いこ
とが考えられる。
　看護領域における概念分析の手法を用い
た研究は、患者を対象としたものでは「苦
痛」（９）「苦悩」（１０）、「何らかの健康
問題・課題を抱えた成人および高齢者の主
体性」（１１）、看護学生を対象としたもの
には「気づき」（１２）「看護上の判断」（１
３）、「子どもの主体性」（１４）がある。
しかし、日常的に使われる臨地実習に限定
した看護学生の「主体性」について共有で
きるような明確な定義を検討したものは見
当たらない。臨地実習において、主体性促
進を意図した教授活動は、看護学教育の質
向上、ひいては、自律した看護職への基盤
つくりとなり得る。看護教育という観点か
ら、あらためて、看護学生の臨地実習にお
ける「主体性」の意味の整理を行い、主体性
を育む実習教育に活用していく必要がある。

Ⅱ．研究目的
　看護学生の臨地実習における「主体性」
の特徴を明らかにする。
　

Ⅲ．研究方法
１．研究デザイン
　Walker & Avant や Rogers の概念分析
の手法を参考にした文献研究
２．対象となる文献の選定
　主体性の特徴を明らかにするために 1）
辞書、2）看護学の学術論文を文献として
選定した。看護学教育における実習方法は、
日本と諸外国では異なっている可能性が高
いことから本研究では和文論文に限定した。
1）辞書
　入手可能な日本の辞書での主体性の定義
を確認する。
２）看護における論文検索
　文献検索には、医学中央雑誌（医中
誌Web.Ver．5）、CiNii のデータベースを
用いた。看護学生の主体性は、IT 化の促
進、モノや情報の充足化により生活体験や
思考の変化が生じる（１５）社会背景や、
看護学生を取り巻く環境の影響が大きいと
考えられたため、2000 年以降の和文献の
みを対象とした。検索キーワードは医中
誌Web「看護学生」「実習」「主体性」と
し、原著論文 65件を検出した。CiNii も
同様のキーワードとし原著論文 17件を検
出した。CiNii で検出した論文のうち医中
誌Webと重複する 10件を削除した。対
象となる論文は 72件となった。除外した
論文は、専門学校や保健師学校の学生を対
象としたもの、患者の主体性について述べ
ている文献である。文献のタイトル、要約
を参照し、研究対象者を限定せず結果およ
び考察に看護学生の主体性の記述がある17
文献を抽出した（2024年4月19日検索）。
３）用語の定義
　看護学生とは、大学で看護学を専攻する
学生とする。
３．分析方法
　看護論文の分析は、「主体性」の特徴を
明らかにするため、概念の基礎となる要素
を調べるプロセスを用いるWalker & 
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Avant（１６）やRogers（１７）の分析
の方法を参考にした。具体的には、分析対
象文献の内容から看護学生の実習における
「主体性」という概念を構成する属性、お
よび「主体性」に先立って生じる先行要件、
「主体性」の結果として生じる帰結につい
て、該当する記述内容を表計算ソフトEx‒
cel に入力しデータシートを作成した。そ
の際、著書の主張や表現を可能な限り残す
ようにしてコードとして記述した。抽出さ
れたコードの共通性と相違性に基づきカテ
ゴリー化した。なお、「主体性」に先立っ
て生じる先行要件ではコード数が多いため、
先行研究（１３）を参考に、コードからサ
ブカテゴリーへ、さらに抽象度をあげ、カ
テゴリーを抽出した。臨地実習指導及び質
的研究の経験を有する教員にスーパーバイ
ズを受けながらカテゴリーを洗練化した。
４．倫理的配慮
　倫理的配慮として、著作権法に基づき文
献の出典を明記し、著作物の論旨・意図を
損なわないようにした。

Ⅳ．結果
「主体性」の一般的な意味
　広辞苑（１８）において主体性は、「主
体的であること。またそういう態度や性格
であること」とされる。主体的とは、「あ
る活動や思考をなすとき、その主体となっ
て働きかけるさまであり、他のものによっ

て導かれるのではなく、自己の純粋な立場
において行うさま」とされている。他の辞
書では、「自分の考えや立場をはっきり持
ち、まわりからの影響を受けずに動く性質」
（１９）、「他から影響されることなく、自
分の意志や判断によって行動しようとする
性質・態度」（２０）と示されていた。
日本語辞典（２１）のみ英訳で「identity」
と表記されていた。英語の identity は、
一般的に「同一であること」を意味し、「本
質、独自性、個性、主体性」が含まれる。
看護の学術論文による臨地実習における看
護学生の「主体性」について分析対象とし
た論文のうちほとんどが質的研究であった
（表１）。看護学生の臨地実習における「主
体性」に関する文献は、主に、臨地実習指
導者や教員が捉えた「主体性」について緒
言や考察の中に記述されていた。学生が捉
えた「主体性」は、臨地実習中の主体性に
影響を与える自身の要因（文献番号 1０）
について述べた１件であった。
１）臨地実習における看護学生の「主体性」
の属性
　看護学生の実習における主体性の属性に
ついて、明記していたのは 17文献中 14
件であり、39のコードを導き出した。属
性として、【看護実習生としての責任】【自
ら率先して考え行動する】【粘り強く取り
組む】【看護者としての自覚の芽生え】
の４つのカテゴリーが抽出された。 カテ
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ゴリーを【　】、コード＜　　＞で示した
（表２）。
　【看護実習生としての責任】は、＜臨床
にいることを絶えず意識する＞＜実習に期
待し成長したい＞＜未熟さの自覚＞の３つ
の内容で構成されていた。
　【自ら率先して考え行動する】とは、
＜疑問を持ち考える＞＜行動を選択する＞
＜表現したり発言する＞の３つの内容で構
成されていた。
　【粘り強く取り組む】は、＜どうしたら
いいかを事前に学習する＞＜何に意識して
取り組めばよいか考える＞＜解決に向けて
実行する＞から構成された。
　【看護者としての自覚の芽生え】は、
＜チームの一員を実感＞＜患者の立場で考
える＞＜援助を探究する＞＜看護師の振る
舞いから学ぶ＞の内容で構成されていた。
２）臨地実習における看護学生の「主体性」
の先行要件
　看護学生の実習における主体性の先行要
件について明記していたのは 17文献すべ

てであり、123のコー
ドから 11のサブカテゴ
リーを導き出し、先行要
件として、【学習者とし
ての自覚】【患者に喜ん
でもらいたい】【実習を
乗り越える仲間の存在】
【自己効力感の獲得】【ロ
ールモデルの存在】
の５つのカテゴリーが抽
出された。 カテゴリー
を【　】、サブカテゴリ
ーを［　］で示した（表
３）。
　【学習者としての自覚】
は、 [自分の置かれた状
況の認知][自己の課題が
ある][ 学ぶことを見出す]
の３つの内容で構成さ
れた。
　【患者に喜んでもらい
たい】は、[看護過程展
開しケアを実施] [ 学び
を深めた実感] [患者に合

った看護をしたい]の３つ内容で構成され
ていた。
　また、【実習を乗り越える仲間の存在】
は、[安心できる実習グループ] [実習グル
ープの効果的な影響]の２つの内容で構成
されていた。
　【自己効力感の獲得】は、[肯定的な指
導支持的な態度][不安で気がかり]の内容で
構成されていた。
　【ロールモデルの存在】は、[職業モデ
ルの存在]の内容で構成された。
３）臨地実習における看護学生の「主体性」
の帰結
　看護学生の主体性の帰結について、明記
していたのは 17文献中 11件であり、41
のコードを導き出した。【実習遂行におけ
る自己課題に取り組む】【看護学生として
の実習における役割の獲得】【患者に必要
な看護を見極める】【アセスメントと看護
計画立案の向上】【看護職を目指す決意】
の５つのカテゴリーが抽出された（表４）。
　【実習遂行における自己課題に取り組
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む】は３つの内容から構成された。内容に
は、＜客観的に自己評価できる＞＜課題を
明らかにする＞＜課題を把握し取り組む＞
があった。
　【看護学生としての実習における役割の
獲得】は＜実習中の学生の報告連絡相談＞
＜実習中の学生の援助の準備＞＜実習中の
学生のメモを取る行動＞＜実習中の学生と
患者のコミュニケーション＞の４つの内容
から構成された。
　【患者に必要な看護を見極める】は、＜患
者の全体像を理解した計画＞＜積極的に患者
の援助に入る＞＜振り返りケアに生かす＞
＜ケアの可能性の拡大＞の 4つの内容から
構成された。
　【アセスメントと看護計画立案の向上】
は、＜情報収集から援助を判断＞＜実施し
た看護を客観的に評価＞＜既習の知識から
解決策を作り出す＞＜看護の責任を果たす
ための学習姿勢へ変化＞の４つの内容から
構成された。 
　【看護職を目指す決意】は、＜援助の手

ごたえによる達成感＞
＜看護師になる信念＞
＜看護師の選択を納得
する＞の３つの内容で
構成された。

Ⅴ．考察
1．臨地実習における看
護学生の主体性の特徴
　明鏡国語辞典（２０）
による主体性は、「他か
ら影響されることなく、
自分の意志や判断によっ
て行動しようとする性質
・態度」と示されている。
すなわち、「率先して行
動する姿勢」と「自分の
責任における行動の実行」
を意味している。しかし、
臨地実習における学生の
主体性には、考えて行動
する学習者としての特徴
があった。専門職業人を
目指す看護学生は、職業
や役割に結び付いた行動

や価値観を臨地実習の中でその多くを獲得
していく。本研究で示された【看護実習生
としての責任】【看護者としての自覚の芽
生え】【自ら率先して考え行動する】【粘り
強く取り組む】という主体性の概念を構成
する属性の４つのカテゴリーは、看護職者
としてのアイデンティティに繋がるもので
あった。
　【看護実習生としての責任】と【看護者
としての自覚の芽生え】は、看護学生から
看護者へと推移しながらも並行して存在す
る状況である。小沢ら（２２）は、専門領
域実習を重ねるほど「看護観の確立」「社
会貢献の志向」が強くなり、職業的アイデ
ンティティとの関連を報告しており、実習
を経験することで看護学生としての責任と専
門職者とししての自覚が芽生えるといえる。
　また、本研究で抽出した「属性」は、看
護学生の内面とそれを表す行動で構成され
ていた。【看護実習生としての責任】【看護
者としての自覚の芽生え】は、実習経験か



医学と生物学 (Medicine and Biology)

8

ら得られた看護学生の強い意志を表してい
る。そして【自ら率先して考え行動する】
【粘り強く取り組む】は具体的な行動を示
しており、「自ら」という意味は行動の主
体を示している。特にこの４つの属性は、
実習経験を積むごとに関連が増し発展的に
広がる性質を持つと考える。これは、行為
主体性の 3つの側面と類似する（２３）。
過去に形成された思考や行動が繰り返すう
ちにパターンとして蓄積し様々な型の中か
ら適切なパターンが選択的に利用される反
復の側面と、未来への期待や不安に影響さ
れて思考や行動の修正が行われる投影の側
面、現在の課題や状況に応じた目標を克服
しようとする実践の側面である。
　このように、看護学生の主体性は思考だ
けにとどまらず実際に行動し、試行錯誤し
ながら発展していく性質を持つと考える。
２．臨地実習における看護学生の主体性の
先行要件と帰結
　「主体性」に先立って生じる先行要件で
は、【学習者としての自覚】【患者に喜んで
もらいたい】【実習を乗り越える仲間の存
在】【自己効力感の獲得】【ロールモデルの
存在】が看護学生の特徴として集約された。
これらの特徴は、分析対象としたすべての
論文に該当しており、コード数も多かった
ことから主体性が出現するのに先立って生
じる出来事や事象には多様な側面があると
いえる。
　【患者に喜んでもらいたい】【実習を乗
り越える仲間の存在】【ロールモデルの存
在】から、受け持ち患者に役に立ちたいと
いう思いがあり、グループメンバーやロー
ルモデルの存在が主体性を後押ししている。
臨場感あふれる実習現場で、受け持ち患者
やロールモデルの存在は、【学習者として
の自覚】を強くする。【学習者としての自
覚】に集約されたサブカテゴリーは、[自
分の置かれた状況の認知][自己の課題があ
る][学ぶことを見出す]であった。[学ぶこ
とを見出す]は、これまでの思考や実践に
おける成功体験から生じた行動であり、「自
分の考えや立場をはっきり持ち、まわりか
らの影響を受けずに動く性質」（１９）を
意味していると考える。また、【自己効力

感の獲得】は、＜肯定的な指導と支持的な
態度＞や＜不安で気がかり＞で構成されて
いた。自己効力感は、実習を遂行していく
ために必要な行動をうまくできるという自
信を示すものであり、ある行動を起こす前
に個人が感じる遂行可能感である（２４）。
＜肯定的な指導と支持的な態度＞は自己効
力感を高める情報であり、＜不安で気がか
り＞は自己効力感を低下させる情報である。
この２つの相反する内容は、自己効力感の
認知に関わり、主体性を生み出す重要な要
素と言える。本研究で先行要件として抽出
された【学習者としての自覚】【患者に喜
んでもらいたい】の２つのカテゴリーは、
看護師を目指す学生の使命感の表れであり、
特に【患者に喜んでもらいたい】は看護実
践の喜びに繋がり、看護師を目指す学習者
の自覚や決意を強める。【実習を乗り越え
る仲間の存在】【自己効力感の獲得】【ロー
ルモデルの存在】は、自分で考えることを
主軸にしながら、日々の積み重ねや対人関
係によって「主体性」がつくられていくこ
とを示している。
　主体性の帰結として、【患者に必要な看
護を見極める】【アセスメントと看護計画
立案の向上】につながり臨床判断できる看護
職の基盤となる内容が抽出された。岡田（２５）
は、学生が実習経験を積み思考錯誤する中
で、経験と内省を繰り返しながら患者中心
の思考に転換し臨床判断の拠り所となる思
考を獲得することを報告している。また、
【実習遂行における自己課題に取り組む】
ことや【看護学生としての実習における役
割の獲得】などは、属性の特徴である【看
護実習生としての責任】の結果としてつな
がる。
３．臨地実習教育への示唆
　医療の現場では、患者の容態は予測でき
ないこともあり、情報を収集しその内容を
分析・統合し指導を受けながら適切な判断
をすることが必須である。この過程におい
ては、学修者が自らの頭で考えること、そ
れを表出することにより共有するプロセス
が重要であり（２６）、属性としての【自
ら率先して考え行動する】【粘り強く取り
組む】の要件と一致していた。臨地実習に
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おいて、主体性促進を意図した教授活動は、
看護学教育の質向上、ひいては、自律した
看護職への基盤つくりとなり得る。そのた
め、このプロセスを主体性を育む実習教育
に活用していくことで、看護学生が看護を
創造していく可能性に繋がると考える。
　本研究では、先行要件を抽出することに
よって、主体性を高める要因を見出すこと
を可能にした。先行要件である【実習生と
しての自覚】を持ち、属性としての【看護
者としての自覚の芽生え】を強化するため
には、臨地実習において、自分の知識の足
りない所を自覚することや、自分のできる
ことを認識する学生の認知を高める必要性
が示唆された（メタ認知）。また、臨地実
習科目は、対象者と直接かかわって看護を
展開する場（２７）であり、学生は、学習
面や実践面に対する不安だけでなく、患者、
指導者、教員との関係等の対人ストレスを
抱えやすい（２８）。このようにストレス
を抱えながら実習に臨む学生にとって先行
要件としての【実習を乗り越える仲間の存
在】【自己効力感の獲得】は、「主体性」を
発揮していく上で重要である。安心できる
実習グループやメンバー間で効果的な影響
をもたらすように、グループメンバーと気
持ちを分かち合い、互いに刺激しながら学
びあえることが必要である。また、学生の
自己効力を下げないような関り、自己効力
感を高める関りが教員だけでなくグループ
メンバーにも求められていると考える。
４．本研究の限界
　本研究 は看護系大学生を対象とした国
内 17文献のみを反映した結果であり、結
果の一般化には慎重にならざるを得ない。
今後は、諸外国の様々な研究や実践報告な
どを幅広く収集し検討する必要がある

Ⅵ．結語
　臨地実習における看護学生の「主体性」
の特徴をWalker&Avant や Rogers の概念
分析の手法を参考に和文 17文献を用いて
分析した。
１．主体性の属性として、【看護実習生と
しての責任】【自ら率先して考え行動する】
【粘り強く取り組む】【看護者としての自覚

の芽生え】を抽出した。先行要件は、【学
習者としての自覚】【患者に喜んでもらい
たい】【実習を乗り越える仲間の存在】【自
己効力感の獲得】【ロールモデルの存在】
に分類された。また、帰結は【実習遂行に
おける自己課題に取り組む】【看護学生と
しての実習における役割の獲得】【患者に
必要な看護を見極める】【アセスメントと
看護計画立案の向上】【看護職を目指す決
意】に分類された。
２．看護学生の臨地実習における「主体性」
の特徴は、【看護実習生としての責任】【自
ら率先して考え行動すること】【粘り強く
取り組む】【看護者としての自覚の芽生え】
であり、自分で選んだことに対する責任を
負うことを基盤とした、看護者としてのア
イデンティティに繋がるものであった。
３．臨地実習における看護学生の「主体性」
を促進していくためには、看護師を目指
す【学習者としての自覚】、看護実践に込
めた【患者に喜んでもらいたい】という感
情（使命感）、看護師を目指す同志として
の【実習を乗り越える仲間の存在】、行動
をうまくできるという【自己効力感の獲得】
を意識した教育的関りが重要であることが
示唆された。

[利益相反の開示］ 開示すべき利益相反関
係 にある企業・組織および団体等はあり
ません。
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Summary
This study clarified characteristics of “independence and initiative” of nursing students 

during on­site clinical practice referring to literatures by a concept analysis method. As a result, 
extracted defining attributes of independence and initiative were “responsibility as a student nurse,” 
“taking initiative with considerations and actions,” “persistent approaches,” and “emergence of self­
awareness as a nursing­provider.” “Self­awareness as a learner,” “desire to please patients,” 
“presence of peers in the completion of clinical training,” “acquisition of self­efficacy,” and 
“presence of a role­model.” were extracted as antecedents. As for consequences, the analysis 
extracted “working on a self­assignment in training executions,” “acquisition of the role as a 
nursing student during the clinical practice,” “figuring out necessary nursing care for a patient,” 
“improvements in assessment and planning for nursing,” and “the resolution for nursing 
profession.” Characteristics of “independence and initiative” of nursing students during the clinical 
practice were based on taking responsibility for their choice and related to the identity as a nursing 
care provider. It was suggested that “independence and initiative” of nursing students was affected 
by the awareness of pursuing a career as a nurse, the pleasure of nursing practice, the presence of 
study mates in the practical training course, and the acquisition of self­efficacy, which were kept in 
mind through educational involvements.

Keywords: nursing students, on­site clinical practice, independence and initiative


